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１．研究の背景 ～研究のきっかけ～

出発点

グループ活動において、グループからあ

ふれてしまう子どもが存在しているという

現状。

子ども同士の人間関係が影響



１．研究の背景 ～先行研究～

子ども同士の人間関係について・・・
・桐生（２００１）

異年齢学習形態を用いたグループ学習によって、良好な人

間関係を築くことができる。

・小林（２００２）

異学年の学び合いは、同学年内の人間関係の改善につな

がり、その人間関係は学習後も続く。

同学年同士のグループ活動において、子どもたちが良い人間

関係を形成していく過程については述べられていない。



１．研究の背景 ～先行研究～

子ども同士の人間関係について・・・
・辺土名（２００２）
グループ内でつぶやきを拾いあうことがきっかけとなってグ
ループ活動が協働的になるが、つぶやきに対して無視や否
定的な応答が行われると、非協働的な活動になる。

子ども同士の関わりによる人間関係の形成については述べ
られているが、教師の働きかけによる人間関係の形成につ
いては述べられていない。



１．研究の背景 ～研究のきっかけ～

目指したい姿

グループ活動において、グループからあ

ふれてしまう子どもが存在しないクラス。



１．研究の背景 ～研究の目的～

教師が子どもたちに働きかけることに

よって、子どもたちは自らの力で良い人

間関係を形成していくことができる、とい

うことを明らかにする。



１．調査と分析 ～調査Ⅰの目的～

グループ活動において、

・あふれてしまっている子どもはグループ内のメン

バーたちとどのように関わっているのか？

・グループ内のメンバーたちはあふれてしまっている

子どもとどのように関わっているのか？

自由なグループ活動において、グループからあふれ

てしまっている子どもの存在を明らかにする。



２．調査と分析 ～調査Ⅰの概要～

＜調査時期＞

２００２年１２月１７日、１８日

＜調査対象＞

新潟県内公立Ａ小学校 ５年生

＜調査内容と記録方法＞

好きな人同士グループになり、給食を一緒に食べる

場面をＶＴＲとＣＴＲで記録した。



２．調査と分析 ～調査Ⅰの概要～

＜手続き＞

普段の給食時間は既成グループ

教師が「今日の給食は仲の良

い友達と一緒に給食を

楽しく食べましょう。」

調査を行った日は自由グループ



２．調査と分析 ～結果～

１．あふれてしまっている子どもは、周りの様子をし

きりに窺っている。

２．あふれてしまっている子どもは、グループのメン

バーたちに対して働きかけ（行動や言葉がけ）

を行っている。

３．グループのメンバーたちは、あふれてしまって

いる子どもに対して働きかけ（行動や言葉が

け）を行っていない。



２．調査と分析 ～調査Ⅰにおいて注目した子ども～

（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄは同じグループ）

・Ａ：かなり元気な子ども。Ｂに「一緒に遊ぼう。」「一緒に行こ

う。」と約束を取り付けたがる。教師に注意されることが多

い。（※あふれてしまっている子ども）

・Ｂ：友達も多く、みんなから好かれている。Ｃ・Ｄとの結束が強

い。休み時間、Ａと遊ぶことが多い。

・Ｃ：リーダー的存在。Ｂ・Ｄとの結束が強い。Ａと一緒に遊ぶこ

とはない。

・Ｄ：リーダー的存在。Ｂ・Ｃとの結束が強い。Ａと一緒に遊ぶこ

とはない。



２．調査と分析 ～１に関する分析①～

１．あふれてしまっている子どもは、周り

の様子をしきりに窺っている。

給食時間中において、あふれてしまっている

子ども（Ａ）が周りの様子を窺う回数を、グルー

プ内のメンバーたち（Ｂ・Ｃ・Ｄ）と比較した。



２．調査と分析 ～１に関する分析②～

A
B
C
D 5

周りの様子を窺う回数
23
6
2



２．調査と分析 ～２・３に関する分析①～

２．あふれてしまっている子どもは、グル

－プのメンバーたちに対して働きか

（行動や言葉がけ）を行っている。

・給食時間中において、あふれてしまっている

子ども（Ａ）はグループ内のメンバーたち（Ｂ・

Ｃ・Ｄ）に対して行動や発話を何回行うか。



２．調査と分析 ～２・３に関する分析②～

３．グループのメンバーたちは、あふれてしまっ

ている子どもに対して働きかけ（行動や言

葉がけ）を行っていない。

・給食時間中において、グループ内のメンバーたち

（Ｂ・Ｃ・Ｄ）はあふれてしまっている子ども（Ａ）に対し

て行動や発話を何回行うか。

・給食時間中において、グループ内のメンバー（Ｂ・Ｃ・

Ｄ）同士で行動や会話を何回行うか。



２．調査と分析 ～２・３に関する分析③～

6248B・C・D同士

01B・C・D→A

18A→B・C・D

発話（会話）数行動数



２．調査と分析 ～調査Ⅰのまとめ～

あふれてしまっている子どもが存在

する環境は、その子どもの周りの子

どもたちの行動や会話によって作ら

れている。



２．調査と分析 ～調査Ⅱの目的～

あふれてしまっている 周りの子どもたち

子どもが存在する環境 の行動や会話

クラス全体の環境・雰囲気を作っているのは教師！

教師が子ども全体に働きかければ、子ども同士の関

わりも、よい方向に変わるのでは？

教師が子ども全体へ働きかけた後のグループ活動

において、子ども同士の関わりの変化を明らかにす

る。



２．調査と分析 ～調査Ⅱの概要～

＜調査時期＞

２００３年１０月８日～１０月２４日

＜調査対象＞

新潟県内公立Ａ小学校 ６年生

＜調査内容と記録方法＞

文化祭の準備をするグループ活動（道クイズグルー

プ）、修学旅行（宿泊体験）についてグループで話し合

う活動をＶＴＲとＣＴＲで記録した。



２．調査と分析 ～調査Ⅱの概要～

＜手続き１＞

文化祭の準備をするグループ活動の２時

間目の授業の初めに、教師が、子ども同

士の関わりや良い所を具体的に可視化し

て認め、クラス全体に伝えた。



２．調査と分析 ～可視化した内容～

おみくじグループでは、グループのメンバー全員が

意見を出し合い、考えて、全員で活動しようとする姿

が見受けられ、たいへんすばらしいなと思いました。

みなさんも、他のグループの良い所を見習って、グ

ループのメンバー全員が一緒になって協力してやる

んだってことを忘れず、準備に取り掛かってください。

ここでは、教師は、道クイズグループ以外の他グループの様

子について可視化して認め、クラス全体に伝えた。



＜手続き２＞

修学旅行（宿泊体験）のグループ編成を

する前に、教師から、子どもたち自身が

納得し、共有して、活動できるような目標

を提示した。

２．調査と分析 ～調査Ⅱの概要～



２．調査と分析 ～目標を提示した場面～

教師：「修学旅行のグループ、どうやって決めよう

か？」

子ども：「好きな人同士がいい！」

教師：「好きな人同士だと、グループの人数は決まっ

ているから、別々になっちゃうグループも出て

くるよ。それに、グループに入れない人も出て

くるんじゃない？グループのメンバー１人でも

楽しくない人がいたら嫌だよね？みんなが楽し

いと思えるような修学旅行にしようよ！」

子ども：「じゃー、くじ引きで決めよう！」



２．調査と分析 ～結果～

１．教師が子ども同士の関わりや良い所を可視化する

と、グループ内の子どもたちが、あふれてしまって

いる子どもの働きかけ（行動や言葉がけ）を拾う。

２．拾う発話の中に、認める意味合いを持つ発話が行

われる。

３．拾う発話・認める発話がきっかけとなり、あふれて

しまっている子どもを含めたグループ内のメンバー

同士の交流（関わり合い）が生まれる。



２．調査と分析 ～結果～

４．授業中に生まれた交流（関わり合い）は、その後

の休み時間には継続しなかった。

５．教師から、子どもたち自身が納得し、共有して、

活動できるような目標を提示することによって、あ

ふれてしまっている子どもを含めたグループ内の

メンバー同士の交流（関わり合い）が生まれる。



２．調査と分析 ～調査Ⅱにおいて注目した子ども～

（Ａ・Ｘ・Ｙ・グループのメンバーⅠ・Ⅱは同じ道クイズグループ）
（ＡとＺは修学旅行の話し合いで同じグループ）

・Ａ：かなり元気な子ども。教師に注意されることが多い。
（＊あふれてしまっている子ども）

・Ｘ：友達も多く、みんなから好かれている。Ａと一緒に行動す
ることが多い。

・Ｙ：リーダー的存在。真面目で、みんなから信頼されている。
Ａとは仲が良くない。

・グループのメンバーⅠ・Ⅱ：行動する時はＹの近くにいる。

・Ｚ：女子のリーダー的存在。真面目で、みんなから信頼され
ている。



２．調査と分析 ～１に関する分析①～

１．教師が子ども同士の関わりや良い所

を可視化すると、グループ内の子ども

たちが、あふれてしまっている子ども

の働きかけ（行動や言葉がけ）を拾う。

教師の可視化前・後における、あふれてしまっ

ている子ども（Ａ）の働きかけ（行動や言葉が

け）を拾う発話数の変化を比較した。



２．調査と分析 ～１に関する分析②～

拾う発話 クイズを考える場面

Ａ：オレの（クイズ）も採用して！

Ｙ：うーん。

Ａ：みんなで１０問？

Ｙ：うん。だからあと４問だよ。

相手が言ったこと（聞いたこと）に反応し、

答える発話。



２．調査と分析 ～１に関する分析③～

181グⅡが拾う

243グⅠが拾う

291Yが拾う

2318Xが拾う

可視化後可視化前発話回数



２．調査と分析 ～２に関する分析①～

２．拾う発話の中に、認める意味合いを

持つ発話が行われる。

拾う発話の中に、認める意味合いを持つ発話

数の変化を比較した。



２．調査と分析 ～２に関する分析②～

認める発話 クイズを考える場面

Ａ：次、オレの（クイズ）採用してよ！３は北海道は？

Ｙ：ははっ！北海道でいい！

グⅠ：ははっ！これはウケるよ！

相手の意見や提案に共感し、認める発

話。



２．調査と分析 ～２に関する分析③～

40グⅡが認める

50グⅠが認める

60Yが認める

52Xが認める

可視化後可視化前発話回数



２．調査と分析 ～３に関する分析①～

３．拾う発話・認める発話がきっかけとな

り、あふれてしまっている子どもを含

めたグループ内のメンバー同士の交

流（関わり合い）が生まれる。

教師の可視化前・後における、あふれてしまっ

ている子ども（Ａ）とグループ内のメンバー同士

の交流（関わり合い）の様子を比較した。



２．調査と分析 ～４に関する分析①～

４．授業中に生まれた交流（関わり合い）

は、その後の休み時間には継続しな

かった。

グループ活動後の休み時間における、あふれ

てしまっている子ども（Ａ）とグループ内のメン

バーたち（X・Y・グループのメンバーⅠ・Ⅱ）と
の関わりを示す。



２．調査と分析 ～４に関する分析②～

※チャイムが鳴るとすぐ、
Ａ：Ｘー！メンコして遊ぼうぜ！
と大声でＸに言う。

Ｘ：いいよ！
・ＡはＸのところに走って行き、２人でメンコをして遊び
始める。
・ＹとグループのメンバーⅠ・Ⅱは３人で固まり、アニ
メの話しを始める。

※ＡとＸ、ＹとグループのメンバーⅠ・Ⅱは、休み時間
中、互いに話しかけたり一緒に遊ぶことはなく、交
流（関わり合い）することはなかった。



２．調査と分析 ～５に関する分析①～

５．教師から、子どもたち自身が納得し、共有

して、活動できるような目標を提示すること

によって、あふれてしまっている子どもを含

めたグループ内のメンバー同士の交流（関

わり合い）が生まれる。

修学旅行（宿泊体験）についてグループで話し合う活

動１時間目における、あふれてしまっている子ども

（Ａ）とグループ内のメンバー同士の交流（関わり合

い）の様子を示す。



２．調査と分析 ～調査Ⅱのまとめ～

教師が子どもたちに働きかけること

がきっかけとなり、あふれてしまって

いる子どもを含めたグループ内のメ

ンバー同士の交流（関わり合い）が

生まれる。



３．結論

子どもたちは、教師の働きかけをきっ

かけとして、自らの力で良い人間関

係を形成していくことができる。



４．今後の課題

授業中に生まれた交流（関わり合い）は、その後の

休み時間には継続しなかった。

教師による子ども全体への働きかけが１度きりで

あったため。

教師が子ども全体に働きかけるというきっかけを

何度も繰り返し、子ども同士が交流（関わり合い）で

きる機会を多く持つようにすることが必要！！


